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　8月2日、角館漁業協同組合の若手組合員によるルアー
フィッシングクラブ「P.M.C KAKUNODATE」（鈴木翼
会長）が、古城橋から横町橋までの左岸、桧木内川河川
敷のクリーンアップ活動を行いました。
　鈴木会長は、「今年は非常に暑く、降水量もかなり少
ないので、思うように釣りを楽しめていないが、鮎釣り
も含め県内外から多くの釣り人が楽しめるようきれいな
川を守っていきたい。地元アングラーとして、みんなで
自然を大事にし、未来のアングラーにつなぐことが重要
で、クラブとしてもその一翼を担えればと思っています」
と話しました。

自然や環境を守るために
　　　　クリーンアップを実施

　７月28 日、角館庁舎を会場に秋田県南部男女共同参
画センター主催による、「男女共同参画は少子高齢秋田
を変える “ 光 ”」講演会が開催されました。
　群馬県立女子大学名誉教授の佐々木尚毅さんを講師に
迎え、秋田から県外へ出た女性が戻らない傾向が高いこ
とやその背景について学びました。若い女性の流出が少
子化に影響することから、ジェンダーギャップを理解し、
男女共同参画社会の構築を考える内容で、社会全体の意
識向上が重要であることを再確認しました。

「男女共同参画は少子高齢秋田を変
える“光”」講演会を開催しました

草彅裕写真展「水を掬
むす

ぶ」 広島県との登山交流会を開催
　7 月 19 日、20 日の 2 日間、南八幡平山岳会（田口
善信会長）と広島市を中心に登山や山散策などの活動を
している広島観音野外学級（堤啓彰会長）との登山交流
会が行われ、広島から26人、南八幡平山岳会から7人
が参加しました。
　19日は、ドラゴンアイで有名な鏡沼や八幡沼などの
3つのコースで、秋田の山々と自然を味わいました。
　夜には、駒ヶ岳八合目の避難小屋に宿泊して交流会が
行われ、熊鍋やタケノコ汁を味わいながら、広島県の魅
力や秋田県の印象など語り合い、笑いの絶えない交流会
となりました。
　20 日も男女岳や男岳などの3コースに分かれ、秋田
駒ヶ岳周辺の山域トレッキングを楽しみました。
　広島県の方々からは、「素晴らしい景色とお花畑に感
動した。来て良かった」との声が寄せられました。

　角館町出身の写真家草彅裕さんの写真展「水を掬ぶ」
が、7 月 1 日から平福記念美術館で開催されています。
　8 月 9 日、本人によるギャラリートークが行われ作品
解説や写真展に込めた思いを話しました。草彅さんは「身
近な自然現象である水、雪、火などの瞬間と循環をテー
マに、肉眼では捉えにくい一瞬をカメラに収め、数百枚
撮影した中から 1 枚の写真を選んでいる」と撮影の裏側
を語りました。
　また、8 月 16 日にはワークショップが行われ、高校
生や大学生が参加して自然をテーマに思い思いの写真を
つくっていました。
　写真展は、9 月 21 日まで開催しています。ぜひこの
機会に、草彅裕さんの作品を通じて、自然の瞬間と循環
の美しさを体感してみてはいかがでしょうか。

～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

各分野で活躍された皆さまをご紹介します

▶秋田県学校保健表彰（個人） 石川円

平成 8 年から約 30 年にわたり学校歯科医と
して子どもたちの歯と口の健康づくりに尽力
されてきました。定期健診のほか、毎月発行
する歯科情報「城南堂通信」や、授業・講演
への協力など、むし歯の大幅な減少に大きく
貢献されたことが高く評価されました。

第72回秋田県学校保健研究大会鹿角大会
（敬称略）

▶西明寺中・角館中学校バレーボール部 ３位

7 月 5 日から 6 日の 2 日間、CNA アリーナ（秋
田市）で行われ、西明寺中・角館中学校バレー
ボール部が代表決定戦を勝ち抜き、東北中学
校バレーボール大会に出場しました。

令和7 年度第74回秋田県中学校総合体育大会バレーボール大会

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

株式会社オーツーコーポレーション、ユニ・ケアー株式会社から
初潮セットを寄贈いただきました

　株式会社オーツーコーポレーション（宮城県多賀城市）、ユニ・ケ
アー株式会社（千葉県流山市）から、市内小中学校へ初潮セット（生
理ナプキン、リーフレットなど）285 セット、ウエットティッシュ
120 個を寄贈いただきました。ありがとうございました。
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お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

百寿　8 月 1 日、 野村キミさん （角館町

小館） が１００歳の誕生日を迎えられ、

仙北市からお祝いと花束が贈呈され

ました。

野村 キミ野村 キミさんさん

　7 月 26 日、 杉宮孝子さん （西木

町上荒井） が１００歳の誕生日を迎え

られ、 仙北市からお祝いと花束が贈

呈されました。

杉宮 孝子杉宮 孝子さんさん

秋
田
県
消
防
協
会

　
　
大
仙
仙
北
美
郷
支
部
消
防
訓
練
大
会

　

7
月
19
日
、「
大
曲
の
花
火
」
公

園
（
大
仙
市
）
を
会
場
に
、
秋
田
県

消
防
協
会
大
仙
仙
北
美
郷
支
部
消

防
訓
練
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

当
日
は
2
市
1
町
の
各
大
会

で
勝
ち
上
が
っ
た
上
位
分
団
が

出
場
し
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
と

規
律
訓
練
で
競
い
合
い
ま
し
た
。 

　

仙
北
市
か
ら
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
に
第
４
分
団
第
２
班
・
第
３

班
、
第
10
分
団
が
、
規
律
訓
練
の
部

に
は
第
４
分
団
、
第
５
分
団
、
第
８

分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

▼
仙
北
市
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
※
（　

）
は
地
区
名

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

第
３
位　

第
４
分
団
第
２
班
（
神
代
）

第
4
位　

第
10
分
団
（
中
川
）

第
5
位　

第
４
分
団
第
３
班
（
神
代
）

規
律
訓
練
の
部

優　

勝　

第
４
分
団
（
神
代
）

準
優
勝　

第
８
分
団
（
白
岩
）

第
３
位　

第
５
分
団
（
西
明
寺
）

規律訓練の部で優勝した第４分団。小型ポンプ操法の部で３位に輝き表彰を受ける第４分団第２班。

仙
北
市
観
光
大
使
交
流
会

観
光
振
興
と
本
市
の
魅
力
を
広
く
発
信

　

7
月
9
日
、
仙
北
市
観
光
大
使
交
流
会
を
「
あ
き
た

美
彩
館
（
東
京
都
）」
で
開
催
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

 

　

こ
の
交
流
会
は
、
市
長
を
交
え
て
お
互
い
に
情
報
共
有
や

意
見
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
大
使
や
台
湾
親
善
大
使

に
よ
る
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
の
強
化
や
今
後
の
誘
客
宣
伝
事
業
へ

活
か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。 

　
現
在
、
観
光
大
使
を
お
願
い
し
て
い
る
の
は
仙
北
市
出
身
や
仙

北
市
に
ご
縁
の
あ
る
7
人
の
皆
さ
ま
で
す
。
当
日
は
、
橋
本
修
氏

（
青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
）、
三
枚
堂
正
悟
氏
（
株
式
会
社
バ
ス
ク

リ
ン
・
代
表
取
締
役
社
長
）、
小
桜
舞
子
氏
（
演
歌
歌
手
）、
ｈ
ａ-

ｊ
氏
（
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）、
髙
橋
靖
彦
氏
（
秋
田
ノ
ー
ザ
ン

ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
所
属
ラ
ー
ト
選
手
）
の
ほ
か
、
台
湾
親
善
大
使
の
一

青
妙
氏
（
作
家
・
女
優
・
歯
科
医
）
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 挨拶する橋本修氏。

　
交
流
会
で
は
、
行
政
側

か
ら
「
あ
き
た
角
館 

西

宮
家
」
が
、
ホ
テ
ル
「
和

の
ゐ 
角
館
」
に
生
ま
れ

変
わ
る
取
り
組
み
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
誘
客
の
取
り
組

み
、
9
月
に
開
催
さ
れ
る

田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
の
申
し

込
み
状
況
な
ど
を
報
告
。

観
光
大
使
の
皆
さ
ま
か
ら

は
、
仙
北
市
の
観
光
情
報

の
発
信
に
と
ど
ま
ら
ず
、

引
き
続
き
応
援
す
る
と
い

う
心
強
い
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　たざわ湖スキー場では、オフシーズンでもお客さまに楽しんで
もらえるいろいろな取り組みが行われています。特に田沢湖を見
下ろしながら飲食ができたり、ゆっくりとくつろげる「田沢湖ミ
ハラステラス」が人気です。このような取り組みについて、角館
高校のインターン生がたざわ湖スキー場の草彅作博社長に話を聞
きました。

ミハラスを始めた理由は何でしょうか ?

スキーのシーズンが過ぎた夏の経営がよくな
かったので夏の間に人を集められるようなもの
はないかと考えたのが始まりでした。他県のス
キー場ではどんなことをしているか考えたとき
に長野県の岩岳スキー場でブランコを作ってい
たことを思い出しました。これなら、たざわ湖
スキー場のゲレンデの景色の良さを活かせると
おもい展望ブランコ「やっほい！ダイブ」を始
めました。また、冬以外の時期も銀嶺で料理を
食べたいというお客さまからの声が多かったの
で金・土・日・月曜日にレストラン営業を始め
ました。山の景色を楽しんで風を感じながら食
事をしてほしいです。

外国人観光客は増えましたか ?

アジア人の観光客は多くの方に来てもらってい
ますが、白人の観光客が少ないですね。

たざわ湖スキー場をこれからどのようにしていき
たいですか？

冬以外の期間でも親子やカップルなどどんな人が
来ても長時間楽しめるような場所にしたいと考え
ています。

小
さ
な
山
の
図
書
館

　
７
月
19
日
か
ら
、
亀
の
井
ホ
テ
ル
田
沢
湖
ロ

ビ
ー
を
会
場
に
「
小
さ
な
山
の
図
書
館
」
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
中
山
里
沙
さ
ん
が
発
案
し
、
田
沢
湖
図
書
館
、

亀
の
井
ホ
テ
ル
が
協
力
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
企

画
で
す
。

　
ブ
ー
ス
で
は
「
秋
田
の
郷
土
や
文
化
、
民
俗

の
書
籍
コ
ー
ナ
ー
」
と
「
３
か
月
ご
と
に
テ
ー

マ
が
変
わ
る
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、

遠
方
か
ら
来
た
方
で
も
本
を
通
じ
て
秋
田
を

知
っ
て
も
ら
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
8

月
ま
で
は
宿
泊
者
の
み
の
利
用
で
し
た
が
、
9

月
1
日
か
ら
15
日
（
利
用
時
間
は
10
時
か
ら
14

時
）
ま
で
は
仙
北
市
民
の
方
に
も
お
試
し
一
般

利
用
を
行
う
予
定
で
す
。

やっほい！ダイブ
＆

ミハラステラス

たざわ湖スキー場

田沢湖を見渡すことができる
「やっほい！ダイブ」。

たざわ湖スキー場のミハラ
ステラスでは、晴天時に美
しい田沢湖を一望できます。
自然の中で昼食やドリンク
を楽しみ、心安らぐひとと
きをお過ごしください。

仙北市事業者の植物や雑貨のディスプレイにも注目。
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おしらせおしらせ
ナビナビ

仙北市仙北市地域おこし
地域おこし協力隊コラム

協力隊コラム

　
２
０
２
２
年
10
月
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
仙
北
市
に
着
任
し
て
か
ら
、
あ
っ
と

い
う
間
に
3
年
が
経
ち
ま
し
た
。今
月
末(

９

月
30
日
）
を
も
っ
て
任
期
を
満
了
い
た
し
ま

す
。

　
任
期
中
は
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

担
当
」
と
い
う
、
全
国
で
も
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
仙
北
市
で
、（
一
社
）
仙

北
市
農
山
村
体
験
推
進
協
議
会
の
一
員
と
し

て
活
動
し
ま
し
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
予
約

対
応
や
海
外
の
旅
行
代
理
店
な
ど
と
の
商
談
、

協
議
会
事
業
の
担
当
、
旅
行
企
画
、
記
録
撮

影
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
業
務
に
携
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
本
当
に
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
時
に
は
至
ら
ぬ
点
も
あ
り
、

周
囲
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
た
び
に
温
か
く

助
け
て
い
た
だ
き
、
仙
北
市
の
人
々
の
優
し

さ
に
何
度
も
救
わ
れ
ま
し
た
。
協
力
隊
の
活

動
を
通
じ
て
、
地
域
に
深
く
関
わ
り
、
多
く

の
方
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。こ
の
経
験
を
通
し
て
、「
今

度
は
自
分
が
仙
北
市
の
た
め
に
何
か
を
し
た

い
」
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
私
は
、
こ
の
仙
北
市
に
本
社
を
置

く
会
社
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
！
主
な
事
業
内

容
は
映
像
制
作
と
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
販
売
で

す
。
地
域
の
魅
力
を
映
像
で
世
界
に
発
信
し

つ
つ
、
ア
メ
リ
カ
で
暮
ら
し
て
い
た
頃
に
出

会
っ
た
本
場
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
仙
北
市
で

再
現
し
、
皆
さ
ま
の
心
と
お
腹
を
満
た
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
任
期
は
終
わ
り
ま
す
が
、
仙
北
市
で
の
ご

縁
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。
こ
の
地
で
得

た
経
験
と
つ
な
が
り
を
糧
に
、
今
後
も
地
域

の
た
め
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
立
場
は
変
わ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
変

わ
ら
ぬ
応
援
を
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で

す
。
そ
し
て
私
も
変
わ
ら
ぬ
愛
で
仙
北
市
を

応
援
し
続
け
ま
す
！

　
3
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

3 年間の感謝
をこめて

佐 藤 成 真

ドリンクが小さく見える！

た
ざ
わ
湖
・
龍
神
ま
つ
り

　

7
月
26
日
、
田
沢
湖
畔
で
「
た
ざ
わ
湖
・

龍
神
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
6
年
ぶ
り
に

「
双
龍
の
出
会
い
」
が
行
わ
れ
、
湖
面
に
浮
か

ぶ
龍
と
光
の
演
出
が
幻
想
的
な
物
語
を
描
い

て
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や

屋
台
が
な
ら
び
、「
創
作
和
太
鼓 
桂
組
」
や

「
キ
ャ
ミ
ソ
ウ
ル
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
」
な
ど
多
彩
な

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
夜
に
は
龍
燈
な
が
し
が
静
か
に
湖

面
を
彩
り
、
続
く
花
火
が
夏
の
夜
空
を
鮮
や

か
に
染
め
上
げ
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
々
は
、

伝
統
と
賑
わ
い
の
織
り
な
す
一
夜
を
心
ゆ
く

ま
で
楽
し
み
ま
し
た
。

白
岩
さ
さ
ら

　
8
月
15
日
、
雲
巖
寺
で
伝
統
的
な
「
白
岩

さ
さ
ら
」
の
奉
納
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

さ
さ
ら
舞
は
、
４
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持

つ
行
事
で
、
神
仏
の
供
養
や
五
穀
豊
穣
を
祈

る
た
め
に
、
毎
年
お
盆
の
時
期
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
獅
子
に
扮
し
た
舞
手
た
ち
は
、
太
鼓
の
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
力
強
い
演
舞
を
披
露
し
、

「
ザ
ッ
ザ
カ
」
と
呼
ば
れ
る
ひ
ょ
っ
と
こ
の
面

を
か
ぶ
っ
た
道
化
役
が
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
舞

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
も
参
加
し
、「
こ
ど
も
さ
さ
ら
」
の
演

舞
も
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
日
、夜
に
は
角
館
の
立
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
前
で
観
光
向
け
の
さ
さ
ら
舞
が
披
露
さ
れ
、

多
く
の
観
光
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

令
和
7
年
度 

仙
北
市
二
十
歳
の
集
い

　
8
月
15
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
「
仙
北
市
二
十
歳
の

集
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
１
６
４
人
が
出
席
し
、
恩
師
な
ど
に
見
守

ら
れ
る
な
か
、
二
十
歳
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
芳
賀
元
気
さ
ん
が
司
会
を
務
め
、
鈴
木
威

武
生
さ
ん
、
新
田
目
真
弥
さ
ん
、
佐
藤
心
響
さ
ん
、
武

藤
涼
子
さ
ん
の
４
人
に
よ
る
誓
い
の
こ
と
ば
で
は
、
家

族
や
友
人
、
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
を
伝
え
、
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　
式
典
の
合
間
に
は
、
久
々
の
再
会
を
楽
し
み
な
が
ら

写
真
を
撮
っ
た
り
、
互
い
の
近
況
を
語
り
合
っ
た
り
と

笑
顔
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

左から鈴木さん、新田目さん、佐藤さん、武藤さん。

祝

相　
談

▼
▼
▼C

onsultation

9
月
１
日
～
10
月
31
日
は

行
政
相
談
月
間
で
す

　

国
の
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

▼
手
続
き
や
申
請
を
ど
こ
に
し
た
ら
よ

　

無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
／
9
月
24
日
㈬ 

13
時
30
分
～

●�

場
所
／
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー 

第
2

研
修
室

●
相
談
員
／
草
薙
秀
樹
弁
護
士

●�

相
談
内
容
／
▼
一
般
法
律
相
談    

▼
サ
ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
多

重
債
務
の
ご
相
談 

▼
中
小
企
業
・

個
人
事
業
に
関
す
る
ご
相
談 

▼
高

齢
者
・
障
が
い
者
に
関
す
る
ご
相

談 

▼
交
通
事
故
に
関
す
る
ご
相
談 

▼
子
ど
も
に
関
す
る
ご
相
談

●�

申
込
方
法
／
総
務
課
総
務
係
に

電
話
で
予
約

●
予
約
受
付
時
間
／
平
日
９
時
～
17
時

●�

相
談
時
間
な
ど
／
１
日
先
着
４
人
。

1
人
30
分
以
内
。（
①
13
時
30
分
～

14
時  

②
14
時
５
分
～
14
時
35
分 

③
14
時
40
分
～
15
時
10
分 

④
15
時

15
分
～
15
時
45
分
）

●�

そ
の
他
／
相
談
に
必
要
と
思
わ
れ

る
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
総
務
課 

☎
43ｰ

１
１
１
１

無
料
法
律
相
談

い
か
分
か
ら
な
い
▼
国
道
の
危
険
箇
所

を
改
善
し
て
ほ
し
い
▼
苦
情
を
申
し
出

た
い
が
、
ど
こ
に
伝
え
た
ら
よ
い
か
分

か
ら
な
い 

　
そ
ん
な
と
き
は
、
行
政
相
談
委
員
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
行
政
相
談
委
員
と
は
】　　
　
　
　

 

　
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
て
、
国
の
仕
事
な
ど

に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を

受
け
付
け
、
皆
さ
ん
と
関
係
行
政
機

関
と
の
間
に
立
っ
て
、
そ
の
解
決
を

図
る
「
行
政
と
住
民
の
パ
イ
プ
役
」

で
す
。
定
例
相
談
所
や
そ
れ
ぞ
れ
電

話
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●�

行
政
相
談
委
員
／

▼�

大
楽
進 

☎
53ｰ

２
６
９
０

▼�

芳
賀
昭
範 

☎
48ｰ

２
３
５
９ 

●�

９
月
相
談
所
開
設
日
・
場
所
／

▼
18
日
㈭
・
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー 

▼
28
日
㈰
・
市
役
所
桧
木
内
出
張
所

●�

時
間
／
13
時
～
15
時

●�

問
合
せ
／
仙
北
市
総
務
課 

☎
43ｰ

１
１
１
１

令
和
7
年
度
第
9
回

お
薬
相
談
会

　

今
、
服
用
し
て
い
る
薬
の
こ
と
、

ご
家
族
が
服
用
し
て
い
る
薬
の
こ
と

な
ど
、
お
薬
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

家
に
残
っ
て
い
る
薬
の
整
理
（
持
参

し
た
場
合
）
や
家
庭
用
医
薬
品
な
ど

お
薬
の
こ
と
な
ら
何
で
も
相
談
に
の

り
ま
す
。

●�

日
時
／
９
月
30
日
㈫ 

15
時
～
16
時
30
分

●�

場
所
・
問
合
せ
／
ク
オ
ー
ル
薬
局

田
沢
湖
店

☎
43ｰ

９
１
８
９
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